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九州と関東を結ぶ定期ＲＯＲＯ船航路。
３月から週１１便となり、九州で最多の便数を誇ります。
ここでは、ＲＯＲＯ船が運ぶ、貨物の行方を追います。

船には可動式の斜路があり、貨物を運転部分であるトレー
ラーヘッドで引っ張り、トレーラーごと乗り込む。

今年の３月から、九州と関東を結ぶ３航路の合計が週11便に増便
になり、九州内の港湾では博多、北九州を抜き九州一のRORO船
の拠点港になっている。

20トンのトレーラー160台が一度に運べ、大量の貨物を一気に運ぶこ
とでコストを抑えることも可能。

トレーラーヘッドが次々に貨物を運び入れる。船内では、貨物を積
んだ荷台だけを取り外す。

現在、商船三井フェ
リー㈱、川崎近海汽船
㈱、日本通運㈱の３社
が運航している。
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RORO船探訪記
　九
州
の
東
の
玄
関
口
と
し
て
、旅
客
や

物
流
の
拠
点
と
し
て
も
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
持
つ
大
分
市
。現
在
、大
分
港
か
ら

は「
フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」で
神
戸

港
へ
、佐
賀
関
港
か
ら
は「
国
道
九
四

フ
ェ
リ
ー
」で
三
崎
港
ま
で
旅
客
船
が
往

来
し
、船
舶
乗
降
人
員
は
年
間
２０
万
人

を
超
え
、
本
州
や
四
国
ま
で
多
く
の

人
を
運
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
大
分
市
の
港
は
、
九
州
の
物

流
の
拠
点
と
し
て
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
大
分
港
大
在
公
共

埠
頭
を
中
心
と
す
る
地
域
は
流
通
港

湾
・
港
湾
施
設
と
し
て
の
機
能
の
強
化

や
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
在

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
は
、
神
戸

港
の
ほ
か
、
韓
国
や
中
国
、
台
湾
な
ど

人
や
貨
物
を
運
ぶ
船
と

港
の
役
割

の
ハ
ブ
港
（
人
と
物
の
流
れ
が
結
節
す

る
港
）
を
経
由
す
る
定
期
コ
ン
テ
ナ
航

路
が
出
て
お
り
、
世
界
各
地
の
港
と
結

ば
れ
て
い
ま
す
。

　「近
畿
の
大
阪
、
中
部
の
名
古
屋
、

関
東
の
東
京
な
ど
、
海
を
通
り
日
本

の
都
市
圏
ま
で
を
つ
な
い
だ
直
線
距

離
は
、
九
州
で
は
大
分
市
の
港
か
ら

が
一
番
近
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

日
本
の
物
流
を
考
え
る
と
、
距
離
が

短
い
と
い
う
こ
と
は
コ
ス
ト
を
抑
え

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
近
年
、

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
陸
路
で
の
輸
送
を
、

地
球
に
優
し
く
、
大
量
輸
送
が
可
能

な
海
路
や
鉄
道
に
転
換
さ
せ
よ
う
と

い
う
『
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
』
へ
の
取

り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
加
味
し
、
経
済
的
な
合
理
性
を

考
え
る
と
、
大
分
市
の
港
は
九
州
の
ど

こ
も
持
ち
得
て
い
な
い
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
り
、
今
後
は
と
て
も
魅
力

の
あ
る
場
所
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
」

と
、「
九
州
の
東
の
玄
関
口
と
し
て
の

拠
点
化
戦
略
会
議
」
大
分
港
大
在
地
区

部
会
長
の
横
山
研
治
さ
ん
。
貿
易
取
引

に
関
す
る
貿
易
実
務
を
専
門
分
野
と

し
て
い
る
た
め
、
県
の
長
期
経
済
計

画
立
案
・
推
進
に
際
し
て
の
港
で
の

流
通
・
物
流
に
関
す
る
委
員
も
務
め

て
い
ま
す
。

　「R
O
R
O
船
（
ロ
ー
ル
オ
ン・ロ
ー

ル
オ
フ
船
の
略
）
の
運
航
は
そ
う
い
っ

た
意
味
で
は
起
爆
剤
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
R
O
R
O
船
の
利
用
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
増
や
し
て
い
く
と
い

う
課
題
も
残
っ
て
い
ま
す
。
九
州
内
の

荷
物
を
大
分
市
に
集
め
る
強
み
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
強
化

し
、
大
分
港
の
利
用
貨
物
の
増
加
を
目

指
す
と
同
時
に
、
物
が
そ
こ
に
集
積
す

る
こ
と
で
付
帯
的
な
施
設
や
産
業
、
そ

し
て
雇
用
が
生
ま
れ
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
に
向
け
て
、
長
期
的
な
プ
ロ
セ
ス
を

持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
地

理
的
、
環
境
的
に
は
、
大
分
市
は
と
て

も
優
位
な
立
場
に
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

続
け
て
い
け
ば
必
ず
実
現
の
方
向
へ
向

か
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。

　物
流
拠
点
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
大
分
港
。
平
成
27
年
港

湾
取
扱
貨
物
量
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
全

港
湾
中
第
12
位
で
す
。
東
九
州
自
動
車

道
の
北
九
州
〜
宮
崎
間
も
全
線
開
通

し
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
や
宮
崎
自
動

車
道
と
と
も
に
、
循
環
型
高
速
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
く

中
、
大
分
港
が
持
つ
可
能
性
に
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ロ
ー

佐賀関港から愛媛県の三崎港までを結
ぶ「国道九四フェリー」

大分港大在地区部会長
横山 研治 さん

（立命館アジア太平洋大学 副学長）
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